
ケイトウケイトウケイトウ
暑い夏、華やかな花色が映える…！

タキイ研究農場 飯牟礼　俊郎

種類と品種

ケイトウは、熱帯アジアやインドが原産です。高温
を好み、強い光線や多湿にも強く、日本の暑い夏でも
株が弱ることなく咲き続ける、丈夫で親しみのある春
まき草花です。花色は緋赤色、濃黄色、桃色など、鮮
明で華やかなものが多く、花壇などでは群植の美しさ
が映えて見事です。

ケイトウは漢字で「鶏頭」と書きますが、花形が鶏の鶏
とさ

冠
か

に似ているのでこの和名がつけられました。花の形や性質か
ら、３タイプに分類されます。
●トサカケイトウ 鶏冠の形をした花冠が大きな特徴で、
矮性種（草丈２０～３０B）、中性種（草丈４０～５０B）、高性
種（草丈８０～１００B）があります。鶏冠の部分が特に緻密
で、マリ状になる種類が「久留米ケイトウ」といわれ、わ
が国で改良され、切り花用として広く作られています。

●羽毛ケイトウ 花形が羽毛状で、繊細な花穂が炎のよう
にも見え、色彩が鮮明な種類です。花壇植えに適し、チャ
ーム系やキャッスル系など、優れた品種があります。

●玉槍咲ケイトウ 花穂がやや短く引き締まって、玉状ま
たは槍

やり

状になる品種です。切り花に向く高性種（八千代系）
と、花壇植えに向く中性種があります。

作 り 方

発芽適温が25℃と高温を好むために、タネまきは５月上旬

ごろから行います。箱まき、ポットまき、直まきのいずれの

方法でも可能ですが、嫌光性種子のため、必ず覆土を行いま

す。本葉が２～３枚になったら移植をし、５～６枚時に定植

をしますが、花壇では30B間隔に、切り花にする場合は10B

間隔とします。植える場所は、日当たりと排水のよい所が適

します。切り花にする場合は、肥料をあまり多く与えないよ

うにします。
●表示価格は消費税・送料込みの価格です。
●ご注文は添付の郵便振替用紙をご利用ください。
★ご注文の際は必ず申込番号をご記入ください。

↑キャッスル・スカーレット ↑キャッスル・エロー
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↑キャッスル・ピンク ↑久留米混合

※農林水産省品種登録（申請中）品種は、登録者（権利者）の許可なしに増殖・販売はできません。

キャッスル・エロー
〈農水省品種登録第2463号〉

１袋 210円　５p 2,920円
花色は濃黄色。

申込
番号 46-065-02

久留米混合

１袋 155円 ５p 1,390円
切り花用高性種。

申込
番号 46-065-04

キャッスル・ピンク
〈農水省品種登録第2462号〉

１袋 210円　５p 2,920円
花色は桃色。A．A．S．入賞。

申込
番号 46-065-03

キャッスル・スカーレット

１袋 210円　５p 2,920円
花色は緋紅色。

申込
番号 46-065-01

タキイ育成・キャッスル系
草丈20～25b、株張り40b程度で、

旺盛に側枝を出して美しい草姿にまとまる。


